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Abstract
このドキュメントでは、Pythonモジュール配布ユーティリティ(Python Distribution Utilities, “Distutils”)に
ついて、エンドユーザの視点に立ち、サードパーティ製のモジュールや拡張モジュールの構築やインス
トールによって標準の Pythonに機能を追加する方法について述べます。
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1 はじめに

Pythonの広範な標準ライブラリは、プログラミングにおける多くの要求をカバーしていますが、時には何
らかの新たな機能をサードパーティ製モジュールの形で追加する必要に迫られます。自分がプログラムを
書くときのサポートとして必要な場合もあるし、自分が使いたいアプリケーションがたまたま Pythonで書
かれていて、そのサポートとして必要な場合もあるでしょう。

以前は、すでにインストール済みの Pythonに対して、サードパーティ製モジュールを追加するためのサ
ポートはほとんどありませんでした。しかし Python配布ユーティリティ (Python Distribution Utilities,略し
て Distutils)が Python 2.0から取り入れられ、状況は変わりました。
このドキュメントが主要な対象としているのは、サードパーティモジュールをインストールする必要が

ある人たち: 単に何らかの Pythonアプリケーションを稼動させたいだけのエンドユーザやシステム管理者、
そしてすでに Pythonプログラマであって、新たな道具を自分のツールキットに加えたいと思っている人た
ちです。このドキュメントを読むために、 Pythonについて知っておく必要はありません;インストールし
たモジュールを調べるために Pythonの対話モードにちょっとだけ手を出す必要がありますが、それだけで
す。自作の Pythonモジュールを他人が使えるようにするために配布する方法を探しているのなら、Python
モジュールの配布マニュアルを参照してください。

1.1 もっとも簡単な場合: ありふれたインストール作業

最も楽なのは、インストールしたいモジュール配布物の特殊なバージョンをインストールしたいプラット
フォーム向けに誰かがすでに用意してくれていて、他のアプリケーションと同じようにインストールする
だけであるような場合です。例えばWindowsユーザ向けには実行可能形式のインストーラ、RPMベースの
Linuxシステム (Red Hat, SuSE, Mandrakeその他多数)向けには RPMパッケージ、 Debianベースの Linux
システム向けには Debianパッケージといった具合に、モジュール開発者はビルド済み配布物を作成してい
るかもしれません。

このような場合、自分のプラットフォームに合ったインストーラをダウンロードして、実行可能形式な
ら実行し、RPMなら rpm -installするといった、分かりきった作業をするだけです。Pythonを起動し
たり、 setupスクリプトを実行する必要はなく、何もコンパイルする必要はありません—説明書きを読む
必要すら全くないかもしれません (とはいえ、説明書きを読むのはよいことですが)。
もちろん、いつもこう簡単とは限りません。自分のプラットフォーム向けのお手軽なインストーラがな

いモジュール配布物に興味を持つこともあるでしょう。そんな場合には、モジュールの作者やメンテナがリ
リースしているソース配布物から作業をはじめねばなりません。ソース配布物からのインストールは、モ
ジュールが標準的な方法でパッケージ化されている限りさほど大変ではありません。このドキュメントの
大部分は、標準的なソース配布物からのビルドとインストールに関するものです。

1.2 新しい標準: Distutils

モジュールのソースコード配布物をダウンロードしたら、配布物が標準のやり方、すなわち Distutilsのや
り方に従ってパッケージされて配布されているかどうかすぐに分かります。Distutilsの場合、まず配布物
の名前とバージョン番号が、例えば ‘foo-1.0.tar.gz’や ‘widget-0.9.7.zip’のように、ダウンロードされたアー
カイブファイルの名前にはっきりと反映されます。次に、アーカイブは同様の名前のディレクトリ、例え
ば ‘foo-1.0’や ‘widget-0.9.7’に展開されます。さらに、配布物には setupスクリプト ‘setup.py’が入ってい
ます。また、‘README.txt’場合によっては ‘README’という名前のファイルも入っていて、そこには、モ
ジュール配布物の構築とインストールは簡単で、

python setup.py install

とするだけだ、という説明が書かれているはずです。

上記の全てが当てはまるなら、ダウンロードしたものをビルドしてインストールする方法はすでに知っ
ていることになります: 上記のコマンドを実行するだけです。非標準の方法でインストールを行ったり、ビ
ルドプロセスをカスタマイズ行いたいのでない限り、このマニュアルは必要ありません。別の言葉で言え
ば、上のコマンドこそが、このマニュアルから習得すべき全てということになります。
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2 標準的なビルド・インストール作業

1.2節で述べたよいうに、Distutilsを使ったモジュール配布物のビルドとインストールは、通常は単純なコ
マンド:

python setup.py install

で行います。
UNIXでは、このコマンドをシェルプロンプトで行います; Windowsでは、コマンドプロンプトウィンド

ウ (“DOSボックス”)を開いて、そこで行います; Mac OS Xの場合、Terminalウィンドウを開いてシェ
ルプロンプトを出してください。

2.1 プラットフォームによる違い

setupコマンドは常に配布物ルートディレクトリ、すなわちモジュールのソース配布物を展開した際のトッ
プレベルのサブディレクトリ内で実行しなければなりません。例えば、あるモジュールのソース配布物
‘foo-1.0.tar.gz’を UNIXシステム上にダウンロードしたなら、通常は以下の操作を行います:

gunzip -c foo-1.0.tar.gz | tar xf - # unpacks into directory foo-1.0
cd foo-1.0
python setup.py install

Windowsでは、おそらく ‘foo-1.0.zip’をダウンロードしているでしょう。アーカイブファイルを ‘C:\Temp’
にダウンロードしたのなら、(WinZipのような)グラフィカルユーザインタフェースつきのアーカイブ操作
ソフトや、 (unzipや pkunzipのような)コマンドラインツールを使ってアーカイブを展開します。次に、
コマンドプロンプトウィンドウ (“DOSボックス”)を開いて、以下を実行します:

cd c:\Temp\foo-1.0
python setup.py install

2.2 ビルド作業とインストール作業を分割する

setup.py installを実行すると、一度の実行で全てのモジュールをビルドしてインストールします。
段階的に作業をしたい場合—ビルドプロセスをカスタマイズしたり、作業がうまくいかない場合に特に便
利です—には、setupスクリプトに一度に一つづつ作業を行わせるようにできます。この機能は、ビルドと
インストールを異なるユーザで行う場合にも便利です—例えば、モジュール配布物をビルドしておいてシ
ステム管理者に渡して (または、自分でスーパユーザになって)、インストールしたくなるかもしれません.
最初のステップでは全てをビルドしておき、次のステップで全てをインストールするには、 setupスクリ

プトを二度起動します:

python setup.py build
python setup.py install

この作業を行ってみれば、installコマンドを実行するとまず buildコマンドを実行し、さらに—こ
の場合には— ‘build’ディレクトリの中が全て最新の状態になっているので、buildは何も行わなくてよ
いと判断していることがわかるでしょう。

インターネットからダウンロードしたモジュールをインストールしたいだけなら、上のように作業を分
割する機能は必要ないかもしれませんが、この機能はより進んだ使い方をする際にはとても便利です。自
作の Pythonモジュールや拡張モジュールを配布することになれば、個々の Distutilsコマンドを自分で何度
も実行することになるでしょう。
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2.3 ビルドの仕組み

上で示唆したように、 build コマンドは、インストールすべきファイルを ビルドディレクトリ (build
directory)に置く働きがあります。デフォルトでは、ビルドディレクトリは配布物ルート下の ‘build’になりま
す;システムの処理速度に強いこだわりがあったり、ソースツリーに指一本触れたくないのなら、--build-base
オプションを使ってビルドディレクトリを変更できます。例えば:

python setup.py build --build-base=/tmp/pybuild/foo-1.0

(あるいは、システム全体向け、あるいは個人用の Distutils設定ファイルにディレクティブを書いて、永続
的に設定を変えられます; 5節を参照してください。)通常は必要ない作業です。
ビルドツリーのデフォルトのレイアウトは以下のようになっています:

--- build/ --- lib/
または
--- build/ --- lib.<plat>/

temp.<plat>/

<plat>は、現在の OS/ハードウェアプラットフォームと Pythonのバージョンを記述する短い文字列に展
開されます。第一の ‘lib’ディレクトリだけの形式は、 “pureモジュール配布物” —すなわち、pure Python
モジュールだけの入ったモジュール配布物 — の場合に使われます。モジュール配布物に何らかの拡張モ
ジュール (C/C++で書かれたモジュール)が入っている場合、第二の <plat>付きディレクトリが二つある
形式が使われます。この場合、‘temp.plat’ディレクトリには、コンパイル/リンク過程で生成され、実際に
はインストールされない一時ファイルが収められます。どちらの場合にも、‘lib’ (または ‘lib.plat’)ディレク
トリには、最終的にインストールされることになる全ての Pythonモジュール (pure Pythonモジュールおよ
び拡張モジュール)が入ります。
今後、 Pythonスクリプト、ドキュメント、バイナリ実行可能形式、その他 Pythonモジュールやアプリ

ケーションのインストール作業に必要なディレクトリが追加されるかもしれません。

2.4 インストールの仕組み

buildコマンドを実行した後 (明示的に実行した場合も、installコマンドが代わりに実行してくれた場
合も)は、installコマンドの仕事は比較的単純なもの: ‘build/lib’ (または ‘build/lib.plat’)の下にあるもの
全ての指定したインストールディレクトリへのコピー、になります。

インストールディレクトリを選ばなかった場合—すなわち、setup.py installを実行しただけの
場合—には、installコマンドはサードパーティ製 Pythonモジュールを置くための標準の場所にインス
トールを行います。この場所は、プラットフォームや、Python自体をどのようにビルド/インストールした
かで変わります。 UNIX (と、UNIXをベースとしたMac OS X)では、インストールしようとするモジュー
ル配布物が pure Pythonなのか、拡張モジュールを含む (“非 pure”)のかによっても異なります:

プラットフォーム 標準のインストール場所 デフォルト値 注記
UNIX (pure) prefix /lib/python2.5/site-packages /usr/local/lib/python2.5/site-packages (1)
UNIX (非 pure) exec-prefix /lib/python2.5/site-packages /usr/local/lib/python2.5/site-packages (1)
Windows prefix C:\Python (2)

注記:

(1) ほとんどの Linuxディストリビューションには、システムの標準インストール物として Pythonが入って
いるので、 Linuxでは普通、prefix や exec-prefix はどちらも ‘/usr’になります。 Linux (または UNIX
ライクなシステム)上で自分で Pythonをビルドした場合、デフォルトの prefix および exec-prefix は
‘/usr/local’になります。

(2) Windowsでの Pythonのデフォルトインストールディレクトリは、Python 1.6a1、 1.5.2、およびそれ以
前のバージョンでは ‘C:\Program Files\Python’です。

prefix および exec-prefix は、 Pythonがインストールされているディレクトリと、実行時にライブラリを
探しにいく場所を表します。これらのディレクトリは、Windowsでは常に同じで、 UNIXとMac OS Xで
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もほぼ常に同じです。自分の Pythonがどんな prefix や exec-prefix を使っているかは、Pythonを対話モード
で起動して、単純なコマンドをいくつか入力すればわかります。Windowsでは、スタート > (すべての)プ
ログラム > Python 2.5 > Python (command line)を選びます。Mac OS 9では、 ‘PythonInterpreter’を起
動します。インタプリタを起動すると、プロンプトに Pythonコードを入力できます。例えば、作者の使っ
ている Linuxシステムで、三つの Python文を以下のように入力すると、出力から作者のシステムの prefix
と exec-prefix を得られます:

Python 2.4 (#26, Aug 7 2004, 17:19:02)
Type "help", "copyright", "credits" or "license" for more information.
>>> import sys
>>> sys.prefix
’/usr’
>>> sys.exec_prefix
’/usr’

モジュールを標準の場所にインストールしたくない場合や、標準の場所にインストールするためのファ
イル権限を持っていない場合、 3節にある、別の場所へのインストール方法の説明を読んでください。イ
ンストール先のディレクトリを大幅にカスタマイズしければ、 4節のカスタムインストールに関する説明
を読んでください。

3 別の場所へのインストール

しばしば、サードパーティ製 Pythonモジュールをインストールするための標準の場所以外にモジュールを
インストールしなければならなかったり、単にそうしたくなるときがあります。例えば UNIX システムで
は、標準のサードパーティ製モジュールディレクトリに対する書き込み権限を持っていないかもしれませ
ん。または、あるモジュールを、ローカルで使っている Pythonに標準のモジュールの一部として組み込む
前にテストしてみたいと思うかもしれません。既存の配布物をアップグレードする際には特にそうでしょ
う: 実際にアップグレードする前に、既存のスクリプトの基本となる部分が新たなバージョンでも動作する
か確認したいはずです。

Distutilsの installコマンドは、別の場所へ配布物をインストールする作業を単純で苦労のない作業
にするように設計されています。基本的なアイデアは、インストール先のベースディレクトリを指定して
おき、installコマンドがそのベースディレクトリ下にファイル群をインストールするための一連のディ
レクトリ (インストールスキーム: installation scheme)を作成するというものです。詳細はプラットフォー
ムによって異なるので、以下の節から自分のプラットフォームに当てはまるものを読んでください。

3.1 別の場所へのインストール: homeスキーム

“homeスキーム”の背後にある考え方は、Pythonモジュールを個人用のモジュール置き場でビルドし、維
持するというものです。このスキームの名前は UNIXの「ホーム」ディレクトリの概念からとりました。と
いうのも、 UNIXのユーザにとって、自分のホームディレクトリを ‘/usr/’や ‘/usr/local/’のようにレイアウ
トするのはよくあることだからです。とはいえ、このスキームはどのオペレーティングシステムのユーザ
でも使えます。新たなモジュールのインストールは単純で、

python setup.py install --home=<dir>

のようにします。このとき、--homeオプションを使ってディレクトリを指定します。面倒臭がりの人は、
単にチルダ (~)をタイプするだけでかまいません; installコマンドがチルダをホームディレクトリに展
開してくれます:

python setup.py install --home=~

--homeオプションは、インストールのベースディレクトリを指定します。ファイルはインストールベース
下の以下のディレクトリに保存されます:
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ファイルの種類 インストール先ディレクトリ オーバライドするためのオプション
pureモジュール配布物 home/lib/python --install-purelib
非 pureモジュール配布物 home/lib/python --install-platlib
スクリプト home/bin --install-scripts
データ home/share --install-data

2.4で変更された仕様: --homeは UNIXでしかサポートされていませんでした

3.2 別の場所へのインストール: UNIX (prefixスキーム)

あるインストール済みの Pythonを使ってモジュールのビルド/インストールを (例えば setupスクリプトを
実行して)行いたいけれども、別のインストール済みの Pythonのサードパーティ製モジュール置き場 (ある
いは、そう見えるようなディレクトリ構造)に、ビルドされたモジュールをインストールしたい場合には、
“prefixスキーム”が便利です。そんな作業はまったくありえそうにない、と思うなら、確かにその通りで
す— “homeスキーム”を先に説明したのもそのためです。とはいえ、prefixスキームが有用なケースは少
なくとも二つあります。

まず、多くの Linuxディストリビューションは、Pythonを ‘/usr/local’ではなく ‘/usr’に置いていることを
考えてください。この場合は、Pythonはローカルの計算機ごとのアドオン (add-on)ではなく、“システム”
の一部となっているので、‘/usr’に置くのは全く正当なことです。しかしながら、Pythonモジュールをソー
スコードからインストールしていると、モジュールを ‘/usr/lib/python2.X ’ではなく ‘/usr/local/lib/python2.X ’
に置きたいと思うかもしれません。これを行うには

/usr/bin/python setup.py install --prefix=/usr/local

と指定します。

もう一つありえるのは、ネットワークファイルシステムにおいて、遠隔のディレクトリに対する読み出
しと書き込みの際に違う名前を使う場合です。例えば、 ‘/usr/local/bin/python’でアクセスするような Python
インタプリタは、 ‘/usr/local/lib/python2.X ’からモジュールを探すでしょうが、モジュールは別の場所、例え
ば ‘/mnt/@server /export/lib/python2.X ’にインストールしなければならないかもしれません。この場合には、

/usr/local/bin/python setup.py install --prefix=/mnt/@server/export

のようにします。

どちらの場合も、--prefixオプションでインストールベースディレクトリを決め、 --exec-prefixでプラッ
トフォーム固有のファイル置き場名として使う、プラットフォーム固有インストールベースディレクトリ
を決めます。(プラットフォーム固有のファイルとは、現状では単に非 pureモジュール配布物のことを意味
しますが、Cライブラリやバイナリ実行可能形式などに拡張されるかもしれません。) --exec-prefixが指定
されていなければ、デフォルトの --prefixになります。ファイルは以下のようにインストールされます:

ファイルの種類 インストール先ディレクトリ オーバライドするためのオプション
pureモジュール配布物 prefix /lib/python2.X /site-packages --install-purelib
非 pureモジュール配布物 exec-prefix /lib/python2.X /site-packages --install-platlib
スクリプト prefix /bin --install-scripts
データ prefix /share --install-data

--prefixや --exec-prefixが実際に他のインストール済み Pythonの場所を指している必要はありません;上
に挙げたディレクトリがまだ存在しなければ、インストール時に作成されます。

ちなみに、prefixスキームが重要な本当の理由は、単に標準の UNIX インストールが prefixスキームを
使っているからです。ただし、そのときには、 --prefixや --exec-prefixは Python自体が sys.prefixや
sys.exec_prefixを使って決めます。というわけで、読者は prefixスキームを決して使うことはあるま
いと思っているかもしれませんが、python setup.py installをオプションを何もつけずに実行して
いれば、常に prefixスキームを使っていることになるのです。
拡張モジュールを別のインストール済み Pythonにインストールしても、拡張モジュールのビルド方法に

よる影響を受けることはありません: 特に、拡張モジュールをコンパイルする際には、setupスクリプトを実
行する際に使う Pythonインタプリタと一緒にインストールされている Pythonヘッダファイル (‘Python.h’
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とその仲間たち)を使います。上で述べてきたやり方でインストールされた拡張モジュールを実行するイン
タプリタと、インタプリタをビルドする際に用いた別のインタプリタとの互換性を保証するのはユーザの
責任です。

これを行うには、二つのインタプリタが同じバージョンの Python (ビルドが違っていたり、同じビルドの
コピーということもあり得ます)であるかどうかを確かめます。(もちろん、--prefixや--exec-prefixが別の
インストール済み Pythonの場所すら指していなければどうにもなりません。)

3.3 別の場所へのインストール (prefixを使う方法): Windows

Windowsはユーザのホームディレクトリという概念がなく、Windows環境下で標準的にインストールされ
た Pythonは UNIXよりも単純な構成をしているので、Windowsで追加のパッケージを別の場所に入れる
場合には、伝統的に --prefixが使われてきました。

python setup.py install --prefix="\Temp\Python"

とすると、モジュールを現在のドライブの ‘\Temp\Python’ディレクトリにインストールします
インストールベースディレクトリは、 --prefixオプションだけで決まります; --exec-prefixオプションは、

Windowsではサポートされていません。ファイルは以下のような構成でインストールされます:

ファイルの種類 インストール先ディレクトリ オーバライドするためのオプション
pureモジュール配布物 prefix --install-purelib
非 pureモジュール配布物 prefix --install-platlib
スクリプト prefix \Scripts --install-scripts
データ prefix \Data --install-data

4 カスタムのインストール

たまに、 3節で述べたような別の場所へのインストールスキームが、自分のやりたいインストール方法と
違うことがあります。もしかすると、同じベースディレクトリ下にあるディレクトリのうち、一つか二つ
だけをいじりたかったり、インストールスキームを完全に再定義したいと思うかもしれません。どちらの
場合にせよ、こうした操作ではカスタムのインストールスキームを作成することになります。

別の場所へのインストールスキームに関するこれまでの説明で、“オーバライドするためのオプション”
というコラムにお気づきかもしれません。このオプションは、カスタムのインストールスキームを定義す
るための手段です。各オーバライドオプションには、相対パスを指定しても、絶対パスを指定しても、イ
ンストールベースディレクトリのいずれかを明示的に指定してもかまいません。(インストールベースディ
レクトリは二種類あり、それら二つは通常は同じディレクトリです— UNIXの “prefixスキーム”を使って
いて、--prefixと --exec-prefixオプションを使っているときだけ異なります。)
例えば、 UNIX環境でモジュール配布物をホームディレクトリにインストールしたい—とはいえ、スク

リプトは ‘~/bin’ではなく ‘~/scripts’に置きたい—とします。ご想像の通り、スクリプトを置くディレクト
リは、--install-scriptsオプションで上書きできます;この場合は相対パスで指定もでき、インストールベー
スディレクトリ (この場合にはホームディレクトリ)からの相対パスとして解釈されます:

python setup.py install --home=~ --install-scripts=scripts

UNIX環境での例をもう一つ紹介します: インストール済みの Pythonが、‘/usr/local/python’を prefixにして
ビルドされ、インストールされていて、標準のインストールスクリプトは ‘/usr/local/python/bin’に入るよう
になっているとします。 ‘/usr/local/bin’に入るようにしたければ、絶対パスを --install-scriptsオプションに
与えて上書きすることになるでしょう:

python setup.py install --install-scripts=/usr/local/bin

(この操作を行うと、 “prefixスキーム”を使ったインストールになり、 prefixは Pythonインタプリタがイ
ンストールされている場所—この場合には ‘/usr/local/python’になります。)

Windows用の Pythonを管理しているのなら、サードパーティ製モジュールを prefix そのものの下ではな
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く、 prefix の下にあるサブディレクトリに置きたいと考えるかもしれません。この作業は、インストール
ディレクトリのカスタマイズとほぼ同じくらい簡単です—覚えておかねばならないのは、モジュールには
二つのタイプ、pureモジュールと非 pureモジュール (非 pureモジュール配布物内のモジュール)があると
いうことです。例えば以下のようにします:

python setup.py install --install-purelib=Site --install-platlib=Site

指定したインストール先ディレクトリは、prefix からの相対です。もちろん、prefix を ‘.pth’ファイルに
入れるなどして、これらのディレクトリが Pythonのモジュール検索パス内に入るようにしなければなりま
せん。 Pythonのモジュール検索パスを修正する方法は、 4.1節を参照してください。
インストールスキーム全体を定義したいのなら、全てのインストールディレクトリオプションを指定し

なければなりません。この作業には、相対パスを使った指定を勧めます;例えば、全ての Pythonモジュー
ル関連ファイルをホームディレクトリ下の ‘python’ディレクトリの下に置き、そのホームディレクトリを
マウントしている各プラットフォームごとに別のディレクトリを置きたければ、以下のようにインストー
ルスキームを定義します:

python setup.py install --home=~ \
--install-purelib=python/lib \
--install-platlib=python/lib.$PLAT \
--install-scripts=python/scripts
--install-data=python/data

また、以下のようにも指定できます:

python setup.py install --home=~/python \
--install-purelib=lib \
--install-platlib=’lib.$PLAT’ \
--install-scripts=scripts
--install-data=data

$PLATは、(必ずしも)環境変数ではありません—この表記は、 Distutilsがコマンドラインオプションの
解釈と同じやり方で展開します。設定ファイルを解釈する際と同じです。

言うまでもないことですが、毎回新たなモジュール配布物をインストールする度にインストールスキー
ム全体の指定を行っていては面倒です。そこで、オプションは Distutils設定ファイル (5参照)にも指定で
きます:

[install]
install-base=$HOME
install-purelib=python/lib
install-platlib=python/lib.$PLAT
install-scripts=python/scripts
install-data=python/data

あるいは、以下のようにも指定できます:

[install]
install-base=$HOME/python
install-purelib=lib
install-platlib=lib.$PLAT
install-scripts=scripts
install-data=data

これら二つは、 setupスクリプトを異なるインストールベースディレクトリから実行した場合には同じには
ならないので注意してください。例えば、
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python setup.py --install-base=/tmp

とすると、最初の書き方では pureモジュールが/tmp/python/libに入り、二番目の書き方では /tmp/libに入り
ます。(二番目のケースでは、インストールベースを ‘/tmp/python’に指定しようと考えるでしょう。)
読者は、設定ファイル例で、入力値に $HOME や $PLAT を使っていることに気づいているかもしれま

せんね。これらは Distutilsの設定変数で、環境変数を彷彿とさせます。実際、この表記が使えるプラット
フォーム上では、設定ファイル中に環境変数を入れられますが、Distutilsは他にも、例えば $PLATのよう
におそらくユーザの環境中にないような変数をいくつか持っています。(そしてもちろん、Mac OS 9のよう
な環境変数のないシステムでは、設定ファイル中で使える変数は Distutilsが提供しているものだけです。)

4.1 Pythonサーチパスの変更

Pythonインタプリタが import文を実行するとき、インタプリタは Pythonコードや拡張モジュールをモ
ジュール検索パス中から探します。検索パスのデフォルト値は、インタプリタをビルドする際に Pythonの
バイナリ内に設定されます。検索パスは、sysを importして、 sys.pathを出力すればわかります。

$ python
Python 2.2 (#11, Oct 3 2002, 13:31:27)
[GCC 2.96 20000731 (Red Hat Linux 7.3 2.96-112)] on linux2
Type ‘‘help’’, ‘‘copyright’’, ‘‘credits’’ or ‘‘license’’ for more information.
>>> import sys
>>> sys.path
[’’, ’/usr/local/lib/python2.3’, ’/usr/local/lib/python2.3/plat-linux2’,
’/usr/local/lib/python2.3/lib-tk’, ’/usr/local/lib/python2.3/lib-dynload’,
’/usr/local/lib/python2.3/site-packages’]

>>>

sys.path内の空文字列は、現在の作業ディレクトリを表します。

ローカルでインストールされるパッケージは、‘.../site-packages/’ディレクトリに入るのが決まりですが、
ユーザはどこか任意のディレクトリに Pythonモジュールをインストールしたいと思うかもしれません。例
えば、自分のサイトでは、webサーバに関連する全てのソフトウェアを ‘/www’に置くという決まりがある
かもしれません。そこで、アドオンの Pythonモジュールが ‘/www/python’置かれることになると、モジュー
ルを importするためにはディレクトリを sys.pathに追加せねばなりません。ディレクトリを検索パス
に追加するには、いくつかの異なる方法が存在します。

最も手軽な方法は、パス設定ファイルをすでに Pythonの検索パスに含まれるディレクトリ、通常は ‘.../site-
packages/’ ディレクトリに置くというものです。パス設定ファイルは拡張子が ‘.pth’ で、ファイルには
sys.pathに追加するパスを一行に一つづつ記述しなければなりません。(新たなパスは今の sys.path
の後ろに追加されるので、追加されたディレクトリ内にあるモジュールが標準のモジュールセットを上書
きすることはありません。つまり、このメカニズムを使って、標準モジュールに対する修正版のインストー
ルはできないということです。)
パスは絶対パスでも相対パスでもよく、相対パスの場合には ‘.pth’ファイルのあるパスからの相対にな

ります。検索パスにディレクトリが追加されると、今度はそのディレクトリに対して ‘.pth’ファイルを検索
します。詳しくは siteモジュールのドキュメントを読んでください。

やや便利さには欠けますが、Python の標準ライブラリ中にある ‘site.py’ ファイルを編集することでも、
sys.pathを変更できます。‘site.py’は、 -Sスイッチを与えて抑制しないかぎり、Pythonインタプリタが
実行される際に自動的に importされます。ただし、設定するには、単に ‘site.py’を編集して、例えば以下
のような二行を加えます:

import sys
sys.path.append(’/www/python/’)

しかしながら、(例えば 2.2から 2.2.2にアップグレードするときのように)同じメジャーバージョンの Python
を再インストールすると、‘site.py’は手持ちのバージョンで上書きされてしまいます。ファイルが変更され
ていることを覚えておき、インストールを行う前にコピーを忘れずとっておかねばなりません。
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また、sys.path を修正できる二つの環境変数があります。PYTHONHOME を使うと、イ
ンストールされている Python のプレフィクスを別の値に設定できます。例えば、 PYTHON-
HOME を ‘/www/python’ に設定すると、検索パスは [”, ’/www/python/lib/python2.5/’,
’/www/python/lib/python2.5/plat-linux2’, ...] といった具合になります。

PYTHONPATHを使うと、sys.pathの先頭に一連のパスを追加できます。例えば、PYTHONPATHを
‘/www/python:/opt/py’に設定すると、検索パスは [’/www/python’, ’/opt/py’]から始まりま
す。(sys.pathにディレクトリを追加するには、そのディレクトリが実在しなければなりません; siteは
実在しないディレクトリを除去します。)
最後に、 sys.pathはただの普通の Pythonのリストなので、どんな Pythonアプリケーションもエント

リを追加したり除去したりといった修正を行えます。

5 Distutils設定ファイル

上で述べたように、 Distutils設定ファイルを使えば、任意の Distutilsオプションに対して個人的な設定や
サイト全体の設定を記録できます。すなわち、任意のコマンドの任意のオプションを二つか三つ (プラット
フォームによって異なります)の設定ファイルに保存でき、コマンドラインを解釈する前にオプションを問
い合わせさせるようにできます。つまり、設定ファイルはデフォルトの値を上書きし、さらにコマンドラ
イン上で与えた値が設定ファイルの内容を上書きするわけです。さらに、複数の設定ファイルが適用され
ると、“先に”適用されたファイルに指定されていた値は “後に”適用されたファイル内の値で上書きされ
ます。

5.1 設定ファイルの場所と名前

設定ファイルの名前と場所は、非常にわずかですがプラットフォーム間で異なります。UNIXとMac OS X
では、三種類の設定ファイルは以下のようになります (処理される順に並んでいます):

設定ファイルのタイプ 場所とファイル名 注記
system prefix /lib/pythonver /distutils/distutils.cfg (1)
personal $HOME/.pydistutils.cfg (2)
local setup.cfg (3)

Windowsでは設定ファイルは以下のようになります:

設定ファイルのタイプ 場所とファイル名 注記
system prefix \Lib\distutils\distutils.cfg (4)
personal %HOME%\pydistutils.cfg (5)
local setup.cfg (3)

注記:

(1) 厳密に言えば、システム全体向けの設定ファイルは、Distutilsがインストールされているディレクトリ
になります; UNIXの Python 1.6以降では、表の通りの場所になります。 Python 1.5.2では、Distutils
は通常 ‘prefix /lib/python1.5/site-packages/distutils’にインストールされるため、 Python 1.5.2では設定
ファイルをそこに置かなければなりません。

(2) UNIXでは、環境変数 HOMEが定義されていない場合、標準モジュール pwdの getpwuid()関数を
使ってユーザのホームディレクトリを決定します。

(3) 現在のディレクトリ (通常は setupスクリプトがある場所)です。

(4) (注記 (1) も参照してください) Python 1.6 およびそれ以降のバージョンでは、 Python のデ
フォルトの “インストールプレフィクス” は ‘C:\Python’ なので、システム設定ファイルは通
常 ‘C:\Python\Lib\distutils\distutils.cfg’ になります。Python 1.5.2 ではデフォルトのプレフィクスは
‘C:\Program Files\Python’であり、Distutilsは標準ライブラリの一部ではありません—従って、システ
ム設定ファイルは、Windows用の標準の Python 1.5.2では ‘C:\Program Files\Python\distutils\distutils.cfg’
になります。

(5) Windowsでは、環境変数 HOMEが設定されていない場合、個人用の設定ファイルはどこにもなく、使
われることもありません。(言い換えれば、Windowsでの Distutilsはホームディレクトリがどこにあ
るか一切推測しようとしないということです。)
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5.2 設定ファイルの構文

Distutils設定ファイルは、全て同じ構文をしています。設定ファイルはセクションでグループ分けされて
います。各 Distutilsコマンドごとにセクションがあり、それに加えて全てのコマンドに影響するグローバ
ルオプションを設定するための globalセクションがあります。各セクションには option=valueの形
で、一行あたり一つのオプションを指定します。

例えば、以下は全てのコマンドに対してデフォルトでメッセージを出さないよう強制するための完全な
設定ファイルです:

[global]
verbose=0

この内容のファイルがシステム全体用の設定ファイルとしてインストールされていれば、そのシステムの
全てのユーザによる全ての Pythonモジュール配布物に対する処理に影響します。ファイルが (個人用の設
定をサポートしているシステムで)個人用の設定ファイルとしてインストールされていれば、そのユーザが
処理するモジュール配布物にのみ影響します。この内容を特定のモジュール配布物の ‘setup.cfg’として使
えば、その配布物だけに影響します。

以下のようにして、デフォルトの “ビルドベース”ディレクトリをオーバライドしたり、build*コマン
ドが常に強制的にリビルドを行うようにもできます:

[build]
build-base=blib
force=1

この設定は、コマンドライン引数の

python setup.py build --build-base=blib --force

に対応します。ただし、後者ではコマンドライン上で buildコマンドを含めて、そのコマンドを実行する
よう意味しているところが違います。特定のコマンドに対するオプションを設定ファイルに含めると、こ
のような関連付けの必要はなくなります;あるコマンドが実行されると、そのコマンドに対するオプション
が適用されます。(また、設定ファイル内からオプションを取得するような他のコマンドを実行した場合、
それらのコマンドもまた設定ファイル内の対応するオプションの値を使います。)
あるコマンドに対するオプションの完全なリストは、例えば以下のように、--helpを使って調べます:

python setup.py build --help

グローバルオプションの完全なリストを得るには、コマンドを指定せずに--helpオプションを使います:

python setup.py --help

“Pythonモジュールの配布”マニュアルの、“リファレンスマニュアル”の節も参照してください。

6 拡張モジュールのビルド: 小技と豆知識

Distutilsは、可能なときにはいつでも、 ‘setup.py’スクリプトを実行する Pythonインタプリタが提供する
設定情報を使おうとします。例えば、拡張モジュールをコンパイルする際には、コンパイラやリンカのフ
ラグには Pythonをコンパイルした際と同じものが使われます。通常、この設定はうまくいきますが、状況
が複雑になると不適切な設定になることもあります。この節では、通常の Distutilsの動作をオーバライド
する方法について議論します。
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6.1 コンパイラ/リンカのフラグをいじるには

Cや C++で書かれた Python拡張をコンパイルする際、しばしば特定のライブラリを使ったり、特定の種
類のオブジェクトコードを生成したりする上で、コンパイラやリンカに与えるフラグをカスタマイズする
必要があります。ある拡張モジュールが自分のプラットフォームではテストされていなかったり、クロス
コンパイルを行わねばならない場合にはこれが当てはまります。

最も一般的なケースでは、拡張モジュールの作者はすでに拡張モジュールのコンパイルが複雑になるこ
とを見越していて、‘Setup’ファイルを提供して編集できるようにしています。‘Setup’ファイルの編集は、
モジュール配布物に多くの個別の拡張モジュールがあったり、コンパイラに拡張モジュールをコンパイル
させるために細かくフラグをセットする必要があるような場合にのみ行うことになるでしょう。

‘Setup’ファイルが存在する場合、ビルドするべき拡張モジュールのリストを得るために解釈されます。
‘Setup’ファイルの各行には単一のモジュールを書きます。各行は以下のような構造をとります:

module ... [sourcefile ...] [cpparg ...] [library ...]

次に、各フィールドについて見てみましょう。

• moduleはビルドする拡張モジュールの名前で、Pythonの識別子名として有効でなければなりません。
モジュールの名前変更は、このフィールドを変えるだけではできない (ソースコードの編集も必要で
す)ので、このフィールドに手を加えるべきではありません。

• sourcefileは、少なくともファイル名から何の言語で書かれているかがわかるようになっているソー
スコードファイル名です。‘.c’で終わるファイルは Cで書かれているとみなされ、‘.C’、‘.cc’、およ
び ‘.c++’で終わるファイルは C++で書かれているとみなされます。‘.m’や ‘.mm’で終わるファイル
は Objective Cで書かれているとみなされます。

• cppargは Cプリプロセッサへの引数で、-I、 -D、-Uまたは -Cのいずれかから始まる文字列です。

• libraryは ‘.a’で終わるか、-lまたは -Lのいずれかから始まる文字列です。

特定のプラットフォームにおいて、プラットフォーム上の特殊なライブラリが必要な場合、 ‘Setup’ファ
イルを編集して python setup.py buildを実行すればライブラリを追加できます。例えば、以下の行

foo foomodule.c

で定義されたモジュールを、自分のプラットフォーム上の数学ライブラリ ‘libm.a’とリンクしなければなら
ない場合、‘Setup’内の行に -lmを追加するだけです:

foo foomodule.c -lm

コンパイラやリンカ向けの任意のスイッチオプションは、-Xcompiler argや-Xlinker argオプションで与え
ます:

foo foomodule.c -Xcompiler -o32 -Xlinker -shared -lm

-Xcompilerおよび -Xlinkerの後にくるオプションは、それぞれ適切なコマンドラインに追加されます。従っ
て、上の例では、コンパイラには -o32オプションが渡され、リンカには -sharedが渡されます。コンパイ
ラオプションに引数が必要な場合、複数の -Xcompilerオプションを与えます;例えば、 -x c++を渡すに
は、‘Setup’ファイルには -Xcompiler -x -Xcompiler c++を渡さねばなりません。

コンパイラフラグは、環境変数 CFLAGSの設定でも与えられます。CFLAGSが設定されていれば、‘Setup’
ファイル内で指定されているコンパイラフラグに CFLAGSの内容が追加されます。

6.2 Windowsで非 Microsoftコンパイラを使ってビルドするには

Borland C++

この小節では、 Borland C++コンパイラのバージョン 5.5で Distutilsを使うために必要な手順について述
べています。
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まず、 Borlandのオブジェクトファイル形式 (OMF)は、Python公式サイトや ActiveStateのWebサイト
からダウンロードできるバージョンの Pythonが使っている形式とは違うことを知っておかねばなりません
(Pythonは通常、Microsoft Visual C++でビルドされています。Microsoft Visual C++は COFFをオブジェク
トファイル形式に使います。)このため、以下のようにして、Pythonのライブラリ ‘python25.lib’を Borland
の形式に変換する必要があります:

coff2omf python25.lib python25_bcpp.lib

‘coff2omf’プログラムは、Borlandコンパイラに付属しています。‘python25.lib’は Pythonインストールディ
レクトリの ‘Libs’ディレクトリ内にあります。拡張モジュールで他のライブラリ (zlib, ...) を使っている場
合、それらのライブラリも変換しなければなりません。

変換されたファイルは、通常のライブラリと同じディレクトリに置かねばなりません。

さて、 Distutilsは異なる名前を持つこれらのライブラリをどのように扱うのでしょうか? 拡張モジュー
ルで (例えば ‘foo’という名の)ライブラリが必要な場合、Distutilsはまず ‘_bcpp’が後ろに付いたライブラ
リ (例えば ‘foo_bcpp.lib’)が見つかるかどうか調べ、あればそのライブラリを使います。該当するライブラ
リがなければ、デフォルトの名前 (‘foo.lib’)を使います1。

Borland C++を使って Distutilsに拡張モジュールをコンパイルさせるには、以下のように入力します:

python setup.py build --compiler=bcpp

Borland C++コンパイラをデフォルトにしたいなら、自分用、またはシステム全体向けに、 Distutilsの
設定ファイルを書くことを検討した方がよいでしょう ( 5節を参照してください)。
参考資料:

C++Builder Compiler
(http://www.borland.com/bcppbuilder/freecompiler/)

Borlandによるフリーの C++コンパイラに関する情報で、コンパイラのダウンロードページへのリン
クもあります。

Creating Python Extensions Using Borland’s Free Compiler
(http://www.cyberus.ca/%7eg_will/pyExtenDL.shtml)

Borland製のフリーのコマンドライン C++を使って Pythonをビルドする方法について述べたドキュ
メントです。

GNU C / Cygwin / MinGW

この手引きは 2.4.1以降の Pythonと 3.0.0 (binutils-2.13.90-20030111-1)以上のMinGWでのみ有効です。
この節では、 CygwinやMinGW 2配布物中の GNU C/C++コンパイラで Distutilsを使うために必要な手

順について述べます。Cygwin向けにビルドされている Pythonインタプリタを使っているなら、以下の手
順をとらなくても Distutilsはまったく問題なく動作します。
上記のコンパイラは、いくつかの特殊なライブラリを必要とします。この作業は Borlandの C++よりも

やや複雑です。というのは、ライブラリを変換するためのプログラムが存在しないからです。
まず、 Python DLLが公開している全てのシンボルからなるリストを作成しなければなりません。 (この

作業むけのプログラムは、http://starship.python.net/crew/kernr/mingw32/Notes.html
にあります。そのページで PExports 0.42hを探してください。)

pexports python25.dll >python25.def

これで、上で得られた情報をもとに、 gcc用の importライブラリを作成できます。
インストールされた ‘python25.dll’の位置はインストールオプションと、Windowsのバージョンと言語に

依存します。”自分だけのため”のインストールの場合には、インストールディレクトリのルートに配置さ
れます。共有インストールの場合にはシステムディレクトリに配置されます。

1 つまり、全ての既存の COFFライブラリを同名の OMFライブラリに置き換えてもかまわないということです
2詳しくは http://sources.redhat.com/cygwin/や http://www.mingw.org/を参照してください
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dlltool --dllname python25.dll --def python25.def --output-lib libpython25.a

出来上がったライブラリは、 ‘python25.lib’と同じディレクトリ (Pythonインストールディレクトリの ‘libs’
ディレクトリになるはずです)に置かなければなりません。
拡張モジュールが他のライブラリ (zlib, ... ) を必要とする場合、それらのライブラリも変換しなければな

りません。変換されたファイルは、それぞれ通常のライブラリが置かれているのと同じディレクトリに置
かねばなりません。

Cygwinを使って Distutilsに拡張モジュールをコンパイルさせるには、

python setup.py build --compiler=cygwin

のように入力します。また、非 cygwinモードの Cygwin 3 やMinGWでは、

python setup.py build --compiler=mingw32

のように入力します。

上記のオプションやコンパイラをデフォルトにしたいなら、自分用、またはシステム全体向けに、Distutils
の設定ファイルを書くことを検討した方がよいでしょう ( 5節を参照してください)。
参考資料:

Building Python modules on MS Windows platform with MinGW
(http://www.zope.org/Members/als/tips/win32_mingw_modules)

MinGW環境で必要なライブラリのビルドに関する情報があります。
http://pyopengl.sourceforge.net/ftp/win32-stuff/

Cygwin/MinGW および Borland 形式に変換済みの import ライブラリと、Distutils がビルド済みの
Pythonの場所を特定するために必要なレジストリエントリを作成するためのスクリプトがあります。

7 日本語訳について

7.1 このドキュメントについて

この文書は、Pythonドキュメント翻訳プロジェクトによる Installing Python Modulesの日本語訳版です。日
本語訳に対する質問や提案などがありましたら、Pythonドキュメント翻訳プロジェクトのメーリングリスト
http://www.python.jp/mailman/listinfo/python-doc-jp

または、プロジェクトのバグ管理ページ

http://sourceforge.jp/tracker/?atid=116\&group_id=11\&func=browse

までご報告ください。
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